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対
話
に
よ
る
「
つ
な
が
り
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プ
ロ
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ク
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・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
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つ
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が
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探

る

執
筆沼

田　

真
一

早
稲
田
大
学

参
加
の
デ
ザ
イ
ン
研
究
所 

招
聘
研
究
員

ビ
ッ
グ
バ
ン
・
ヌ
マ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

《5》 

「
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
」づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

１ 

　  「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
か
ら
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ―

新
し
い

関
係
の
あ
り
方―

　

人
は
み
な
つ
な
が
り
の
中
に
生

き
て
い
る
。
つ
な
が
り
は
別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

と
い
う
概
念
で
整
理
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
定
義

は
、
一
つ
に
は
、
個
人
が
あ
る
関

係
性
の
中
に
身
を
置
き
、
安
心
・

安
全
な
生
活
を
手
に
入
れ
、
さ
ら

に
は
、
自
己
実
現
を
可
能
に
す
る

環
境
そ
の
も
の
だ
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。こ
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

を
創
り
だ
す
個
人
の
視
点
に
立
っ

た
と
き
に
、
自
ら
の
課
題
解
決
と

自
己
実
現
を
可
能
に
す
る
つ
な
が

り
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
創
り

だ
す
こ
と
が
で
き
る
か
だ
ろ
う
か
。

　

野
沢
慎
司
（
注
１
）
は
「
現
代

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
個
人
が
永

続
的
に
埋
め
込
ま
れ
る
所
属
の
場

で
な
く
、
よ
り
短
期
的
に
変
動
し

な
が
ら
動
い
て
い
る
『
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。」
と
論
じ
て
い
る
が
、
本
稿

で
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う

概
念
を
個
人
の
意
思
に
よ
る
関
係

の
束
と
し
て
捉
え
直
し
て
み
た
い
。

す
べ
て
の
関
係
性
を
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
捉
え
直
し
、
永
続

性
や
統
一
性
、
境
界
線
を
前
提
と

せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
再
編

成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
み
る
こ

と
で
、
横
浜
の
よ
う
な
大
都
市
の

状
況
を
よ
り
実
際
的
に
把
握
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　

現
代
で
は
、
様
々
な
問
題
が
途

切
れ
る
こ
と
な
く
発
生
し
続
け
、

目
ま
ぐ
る
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
じ

て
い
く
。
単
一
の
専
門
的
な
知
識

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
事
案
が

多
数
発
生
し
て
い
る
の
も
承
知
の

と
お
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

生
じ
た
問
題
に
即
時
に
対
応
し
え

る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」、
す
な
わ
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
孵
化
さ
せ
る
仕
組
み

と
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
を
定
期
的
に
発
動
さ
せ

る
こ
と
で
、
新
し
い
つ
な
が
り
を

創
造
し
、
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
多

様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
創
り
だ
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２ 

　  

つ
な
が
り
の
デ
ザ
イ
ン
手
法

―

つ
な
が
り
を
生
み
出
す
た

め
の
方
法―

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が

あ
れ
ば
つ
な
が
り
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
創
り
だ
す
こ
と
が
可
能
だ
ろ

う
か
。

　

そ
こ
に
は
「
参
加
」、「
体
験
」、

「
対
話
」
を
三
位
一
体
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
も
う

す
こ
し
卑
近
な
言
葉
で
言
い
換
え

れ
ば
、広
い
意
味
で
の「
イ
ベ
ン
ト
」

が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
つ

ま
り
、
多
様
な
人
々
が
出
会
い
、

意
見
を
交
換
し
、
自
分
の
中
に
気

づ
き
と
発
見
を
も
た
ら
し
、
新
し

い
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な

る
「
場
」
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。

仮
に
、こ
の
よ
う
な
機
能
も
つ
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
対

話
型
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
名
付
け

れ
ば
、
ま
ず
注
目
す
べ
き
は「
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
」
と
い
う
手
法
で
あ

る
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
対
話

手
法
は
、
こ
の
数
年
で
、
日
本
の

各
地
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
対
話
型
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
普

及
の
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
の
は
、

２
０
０
９
年
に
横
浜
市
で
実
施
さ

れ
た
市
民
参
加
型
都
市
ブ
ラ
ン
ド

共
創
事
業
イ
マ
ジ
ン
・
ヨ
コ
ハ
マ

で
あ
る
（
注
２
）。
横
浜
の
未
来
を

語
り
合
う
手
法
と
し
て
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
を
採
用
し
、
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
を
会
場
と
し
て
、
５
０
０
人

規
模
の
対
話
型
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。
２
０
０
９
年
以
降
、
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
の
実
施
回
数
は
膨
ら

み
続
け
、
現
在
で
は
、
こ
の
参
加

者
が
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
コ
ア
と
な
っ
て
、
横
浜

市
内
各
地
で
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

（
注
３
）、
日
本
全
国
で
も
実
施
の

回
数
が
増
え
て
い
る
。

３ 

　  

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
の
機
能
と

特
徴

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
対
話

手
法
は
、
表
１
の
よ
う
な
整
理
が

可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
の
主
目
的
は
、

参
加
者
個
人
の
気
づ
き
・
発
見
を

軸
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の

形
式
は
発
散
型
で
あ
り
、
場
の
意

見
を
集
約
し
て
、
合
意
形
成
や
意

思
決
定
を
行
う
こ
と
を
意
図
し
な

い
。
対
話
を
三
つ
の
テ
ー
マ
で
順

番
に
行
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
テ
ー

マ
ご
と
に
六
人
程
度
で
テ
ー
ブ
ル

を
作
り
、
一
つ
の
テ
ー
マ
の
対
話

の
時
間
が
終
わ
る
と
一
人
が
残
り
、

メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
る
。

　

そ
の
実
施
規
模
は
、
15
人
程
度

か
ら
５
０
０
人
近
く
ま
で
可
能
で

（
注
１
）
野
沢
慎
司
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
高
橋
勇
悦
・
内
藤
辰
美
編
『
地
域

社
会
の
新
し
い〈
共
同
〉と
リ
ー
ダ
ー
』（
恒

星
社
厚
生
閣
、
２
０
０
９
年
、
１
３
１―

１
４
９
頁
）

（
注
２
）
本
誌
42
ペ
ー
ジ
参
照

（
注
３
）
本
誌
44
ペ
ー
ジ
参
照
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あ
る
が
、こ
れ
は
テ
ー
ブ
ル
に
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
進
行
補

助
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
。

　

実
施
場
所
も
、
会
議
室
の
よ
う

な
雰
囲
気
を
さ
け
、
カ
フ
ェ
的
な

空
間
づ
く
り
を
目
指
す
。
対
話
の

時
間
に
音
楽
を
か
け
た
り
、
飲
食

を
可
能
と
し
た
り
と
よ
り
よ
い
対

話
を
創
り
だ
す
た
め
の
演
出
に
力

を
入
れ
る
。
ま
た
、
個
々
の
気
づ

き
と
発
見
を
軸
に
し
て
い
る
た
め
、

こ
こ
で
会
話
さ
れ
た
内
容
の
記
録

を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
な
い
こ
と
も

あ
る
。
た
だ
し
、
参
加
者
同
士
の

対
話
の
創
発
的
展
開
を
狙
っ
て
、

テ
ー
ブ
ル
で
共
有
し
て
い
る
模
造

紙
を
大
き
な
メ
モ
帳
と
し
て
自
由

に
記
載
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。

４ 

　  

ホ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ

ロ
ー
チ―

新
し
い
対
話
の
形

―

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
は
、
一
言
で

言
え
ば
「
相
互
理
解
促
進
」
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。

　

地
域
社
会
に
お
い
て
、
合
意
形

成
の
前
段
階
と
し
て
優
先
さ
れ
る

べ
き
は
、そ
の
個
人
の
持
つ
文
化
、

志
向
、
性
向
の
「
差
異
」
を
知
る

こ
と
で
あ
る
。
社
会
的
地
位
で
の

上
下
関
係
や
利
害
関
係
か
ら
離
れ
、

個
人
と
し
て
の
興
味
関
心
や
共
通

項
が
見
つ
か
れ
ば
、
互
い
に
親
近

感
が
高
ま
り
、
よ
り
具
体
的
で
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
な
話
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く

と
も
、
互
い
に
「
異
な
る
文
化
や

背
景
を
持
っ
て
『
こ
こ
』
に
い
る
」

こ
と
を
感
じ
、
認
め
合
う
こ
と
が

優
先
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ワ
ー
ル
ド

カ
フ
ェ
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
し
て「
傾

聴
」
を
重
視
す
る
こ
と
に
も
よ
く

表
れ
て
い
る
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
は
社
会
構
成

主
義
（
注
４
）
の
思
想
を
強
く
も

つ
た
め
、
二
元
論
的
枠
組
み
か
ら

離
れ
て
「
世
界
」
を
再
構
築
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、「
私
」
と
「
他
者
」
と
い
う
関

係
性
か
ら
で
な
く
、「
私
た
ち
」
と

い
う
共
同
体
と
し
て
の
関
係
で「
対

話
」を
行
い
、そ
こ
で
語
ら
れ
る「
物

語
」
か
ら
新
し
い
未
来
を
創
り
だ

そ
う
と
し
て
い
る
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
と
い
う
手
法

は
非
常
に
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
対
話
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は「
ホ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー

チ
」（
注
５
）
と
呼
ば
れ
、
他
に
も

「
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
Ｏ
Ｓ
Ｔ
）」
と
い
う
手
法

の
実
施
機
会
も
増
え
て
い
る
。
Ｏ

Ｓ
Ｔ
は
一
言
で
い
え
ば
、「
テ
ー
マ

提
案
型
分
科
会
」
で
あ
る
。

　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
は
主
催
者
に

よ
り
対
話
の
テ
ー
マ
が
決
め
ら
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、「
オ
ー
プ
ン
・

ス
ペ
ー
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
は

参
加
者
の
一
人
一
人
が
対
話
の

テ
ー
マ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
イ

デ
ア
を
提
案
す
る
権
利
を
持
つ
。

そ
し
て
、
こ
の
提
案
に
対
し
て
、

他
の
参
加
者
が
参
加
す
る
テ
ー
マ
・

ア
イ
デ
ア
を
決
定
し
、
分
科
会
を

開
始
す
る
。
参
加
者
全
員
で
学
校

の
時
間
割
を
作
り
上
げ
、
参
加
す

る
授
業
も
自
分
で
決
定
す
る
状
況

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り
や
す

い
。
自
ら
話
題
と
し
た
い
テ
ー
マ

を
掲
げ
、
そ
の
テ
ー
マ
に
興
味
関

心
を
持
つ
人
々
同
士
で
の
対
話
が

可
能
と
な
る
た
め
、
対
話
の
熱
量

が
非
常
に
高
く
な
る
。
ま
た
、
こ

の
対
話
の
ゴ
ー
ル
を
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
立
ち
上
げ
と
す
る
こ
と

で
、
継
続
的
な
情
報
交
換
や
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
自
発
的
展
開
を
誘
発

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｏ
Ｓ
Ｔ
は
ま
さ
に
「
主
体
性
の

発
動
装
置
」
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

可
能
に
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

５ 

　  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
例―

泉
区
の

事
業
か
ら―

　

こ
う
し
た「
ホ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
・

ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
仕
組
み
を
定
期

的
に
発
動
さ
せ
る
環
境
が
各
区
、

各
地
域
に
整
え
ば
、
つ
な
が
り
づ

く
り
や
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
可
能
と
な

る
。

　

横
浜
市
で
は
、
私
自
身
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て

関
与
し
、
旭

区
、
泉
区
で

す
で
に
こ
う

し
た
試
み
が

行
わ
れ
て
い

る
。
紙
面
の

都
合
上
、
こ

れ
ら
の
事
例

の
う
ち
泉
区

の
事
業
に
つ

い
て
の
み
、

そ
の
具
体
的

な
展
開
を
示

し
た
い
。

　

２
０
１
１
年
に
泉
区
で
実
施
さ

れ
た
「
い
ず
魅
力
発
見
し
ゃ
べ
り

場
・
１
０
０
人
で
語
る
泉
区
の
未

来
」
事
業
は
、
参
加
者
同
士
の
「
つ

な
が
り
づ
く
り
」「
ア
イ
デ
ア
の
意

見
交
換
」
の
２
つ
を
軸
に
し
な
が

ら
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
目
指
し
た
事
業

で
あ
る
。

　

新
し
い
市
民
活
動
の
担
い
手
の

入
門
講
座
的
位
置
づ
け
で
あ
り
、

い
ま
ま
で
市
民
活
動
な
ど
に
関
わ

り
の
な
か
っ
た
区
民
を
中
心
的
な

対
象
と
し
た
。
こ
う
し
た
参
加
者

が
、
互
い
に
つ
な
が
り
を
作
り
出

し
、
ま
た
、
自
ら
の
自
己
実
現
と

と
も
に
、
地
域
の
主
体
的
な
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
を
ス

タ
ー
ト
す
る
は
じ
め
の
一
歩
と
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
て
い
る
。

（
注
４
）
社
会
構
成
主
義
（social 

co
n
stru

ctio
n
ism

 o
r so

cia
l 

constructivism

）
は
「
現
実
は
社
会
的

に
構
成
さ
れ
る
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、「
現
実
（reality

）」
は
人

び
と
の
社
会
的
交
流
か
ら
生
ま
れ
、「
言
語
」

に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
る
と
す
る
考
え
方
。

（
注
５
）
ホ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
組
織
の
上
下
や
横
の
垣
根
を
取
り

払
い
、全
員
で
話
し
合
い
を
行
う
こ
と
で
、

組
織
の
文
化
を
変
え
、
未
来
に
向
け
た
変

革
を
行
う
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
満
ち
た
取
り
組
み
。

引
用
：
ハ
リ
ソ
ン
・
オ
ー
エ
ン『
オ
ー
プ
ン
・

ス
ペ
ー
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
〜
５
人
か
ら

１
０
０
０
人
が
輪
に
な
っ
て
考
え
る
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
〜
』
ヒ
ュ
ー
マ
ン
バ

リ
ュ
ー
、
２
０
０
７
年
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表１　 ワールドカフェの特徴 （KJ法的ワークショプと比較して）

　 ワールドカフェ的ワー
クショップ

KJ法的ワークショッ
プ

主 目 的 個人の気づき・発見 意見抽出、合意形成

形 式 発散型 集約型

内 容 テーマに関する自由な
対話

付箋紙への記述と共通
内容の整理

テ ー マ 1つ～３つ １つ

メ ン バ ー テーマごとに入れ替え 固定

人 数 15～500人規模 15～50程度

場 所 カフェ的空間 会議室

テーブル進行役 不要 必要

記 録 不要（最低限） 必要

演出的要素 高い 低い

音 楽 あり なし

飲 食 あり なし
※沼田の経験に基づき、必ずしもこの限りではない。



（
注
６
）「
夜
店
方
式
」
は
意
見
交
換
手
法

の
一
つ
。
祭
り
の
夜
店
の
イ
メ
ー
ジ
で
、

説
明
す
る
人
（
店
番
）
を
残
し
て
、
他
の

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
は
自
由
に
他
の
グ

ル
ー
プ
を
周
り
意
見
交
換
す
る
。
複
数
の

グ
ル
ー
プ
の
質
疑
を
同
時
に
行
う
手
法
。

　

第
一
回
目
は
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

を
活
用
し
て
、泉
区
の
過
去
、現
在
、

未
来
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
泉

区
の
魅
力
を
語
り
合
う
「
出
会
い

の
場
」
を
設
定
し
た
。
続
く
二
回

目
は
「
オ
ー
プ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
「
パ
ズ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
手
法
で
、
参
加
者
自
身
に

よ
る
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
提
案
と

そ
れ
に
基
づ
く
分
科
会
を
行
っ
た
。

最
終
回
に
あ
た
る
三
回
目
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
立
案
を
目
指
し
て
、

二
回
目
と
同
様
の
「
パ
ズ
ル
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
し
、
５
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
萌
芽
さ
せ
、「
夜
店
方

式
」（
注
６
）
で
の
情
報
交
換
や
質

疑
応
答
を
行
っ
た
（
表
２
）。

　

ま
た
、
こ
の
連
続
３
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
人
々
の
つ

な
が
り
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
「
つ
な
が
り
」
が
生

ま
れ
た
か
の
分
析
を
試
み
た
。
具

体
的
に
は
全
３
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
い
て
、
参
加
者
同
士
で
だ
れ

と
だ
れ
が
同
一
の
テ
ー
ブ
ル
上
で

出
会
い
対
話
し
た
の
か
を
記
録
し
、

こ
れ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
ソ
フ

ト
に
よ
っ
て
図
化
し
た
（
図
１
）。

小
学
生
や
主
婦
、
民
間
事
業
者
な

ど
を
含
む
幅
広
い
世
代
と
所
属
を

持
つ
40
人
の
参
加
者
全
体
で
４
７

６
の
出
会
い
を
作
り
出
し
た
が
、

こ
れ
を
接
触
頻
度
別
に
３
つ
の
ラ

イ
ン
の
太
さ
で
図
示
し
て
い
る
。

最
も
細
い
線
の
ラ
イ
ン
Ａ
は
接
触

頻
度
が
も
っ
と
も
少
な
い
つ
な
が

り
で
、
十
分
な
関
係
性
を
築
け
た

と
は
言
い
が
た
い
。
最
も
太
い
線

の
ラ
イ
ン
Ｃ
は
、
血
縁
関
係
や
従

来
か
ら
知
り
合
い
で
あ
っ
た
た
め

に
同
一
テ
ー
ブ
ル
で
対
話
し
た
回

数
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
注

目
す
べ
き
は
そ
の
中
間
に
あ
た
る

太
さ
の
ラ
イ
ン
Ｂ
で
、
興
味
関
心

の
類
似
し
た
参
加
者
同
士
で
複
数

回
の
対
話
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ア
イ
デ
ア
を
深
め
る
た
め

に
有
益
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
表
３

の
５
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
成

さ
れ
た
。

６ 

　  

最
後
に―

「
つ
な
が
り
」
の

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス―

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」を「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
捉
え
直
す
視
点
や
、
こ

の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
生
み
出

す
た
め
の
手
法
と
し
て
「
ホ
ー
ル
・

シ
ス
テ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
紹

介
し
、
そ
の
展
開
事
例
ま
で
を
論

述
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も

そ
も
「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」
へ
の

注
目
の
高
さ
と

そ
の
急
速
な
展

開
は
現
代
社
会

の
中
で
何
を
映

し
出
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
孤

立
化
す
る
現
代

人
の
姿
と
、
個

人
が
求
め
る

「
幸
せ
」
に
無

関
係
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
。「
つ

な
が
り
」
の
本

質
と
は
、
そ
こ

で
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る

何
が
し
か
の

「
幸
せ
」
で
あ

る
。
我
々
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
な
ど
の
つ

な
が
り
を
作
り

だ
す
ツ
ー
ル
に
恵
ま
れ
た
「
つ
な

が
り
の
世
紀
」
に
生
き
て
い
な
が

ら
、
一
方
で
対
面
型
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
、
つ
な
が

り
が
希
薄
化
す
る
と
い
う
「
つ
な

が
り
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
の
中
に

生
き
て
い
る
。

　

こ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
、ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
は
あ
る
。
対
話
を
求

め
る
個
人
の
意
思
は
、
未
来
を
描

く
想
像
力
と
そ
の
言
語
化
を
繰
り

返
し
、
そ
の
探
求
そ
の
も
の
の
プ

ロ
セ
ス
が
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
生
み

出
し
て
い
く
。

　
「
つ
な
が
り
」
の
重
要
性
は
多
く

の
人
が
認
識
し
て
い
る

が
、
求
め
る
「
つ
な
が

り
」
の
形
は
多
様
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
「
つ

な
が
り
」
が
何
を
生
み

出
し
、
影
響
を
与
え
た

の
か
を
測
定
す
る
に
は

長
い
時
間
が
か
か
る
。

　
「
効
率
は
、
孤
立
を
生

む
」
と
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か
。
関
係
構
築

は
効
率
化
で
き
な
い
。

時
間
が
か
か
る
。
し
か

し
だ
か
ら
こ
そ
、
今
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
未
来
へ
の
投
資
で

も
あ
る
と
考
え
る
。
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表３：「いず魅力発見しゃべり場」で生成されたプロジェクト

プロジェクトの名前 プロジェクトの内容

シルバー世代と季節
を楽しむ生き方を

シルバー世代の独居を回避し、一人で解決できない
ことを吐き出しながら笑って過ごせる場を作る。

横浜まちの縁側ネット
「できることから始めよう」を合言葉に、地域のつ
ながり・居場所づくりを目指す人々によるインター
ネットを中心としたネットワークづくり。

貸ミュージックバンド
ギター・ピアノなどの楽器を譲ってもらい、区民文
化センターや地区センターなどで気軽に音楽を楽し
むことのできる常設の場所を作る。

ニホンミツバチプロ
ジェクト

ニホンミツバチにより自然や地域を知り、人や自然
とつながるきっかけづくりを行う。

キ ッ ズ コ ミ ュ ニ
ティーカフェ

子どもたちと一緒に集まれるママさんたちを中心と
したカフェをつくり、その後、地場野菜の活用やニ
ホンミツバチでまちおこし等のコラボを展開する。

表２　 「いず魅力発見しゃべり場」プロ
グラム概要（全３回）

○ 時間はいずれも13:30～16:30、場所は泉区役
所吹き抜けホール

第１回
平成23年11月26日（土）「ワールドカ
フェ」で、泉区の過去、現在、未来を
考える。

 第２回
平成23年12月３月（土）「パズル・ミー
ティング」で参加者自身で意見交換し
たいテーマを提示し、分科会を開く。

 第３回
平成23年12月10日（土）「パズル・ミー
ティング」で、プロジェクト化を目指
し、また、夜店方式で、互いのプロジェ
クの情報交換を行う。

図１　「いず魅力発見しゃべり場」ネットワーク図
　　　参加者40名　476の「つながり」


